
女性の活躍応援団支援事業 【神奈川県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,２４７ 千円

交付金額 ６２４ 千円

事業番号 ①

○神奈川県では女性の就業継続が難しい状況にあることから「企業におけ

る女性の活躍の促進」に取り組むことが最重要課題である。

○県内民間事業所の管理職に占める女性の割合はいまだ8.7%（2021年神

奈川県）と低い状況にあり、女性の就業継続支援のみならず、キャリアアッ

プ支援も重要課題となっている。

○目的

・企業・団体の女性活躍（就業継続、キャリアアップ）等の推進

・若い世代への意識啓発

・男性の家事育児が十分なレベルで日常的に当たり前となる社会環境の形成

○目標

啓発講座等の受講者数 〔目標〕1,000人 ⇒ 〔実績〕604人

○かながわ女性の活躍応援団員企業等

アイネット、アサヒビール、アツギ、北里大学、キリンビール、京浜急行電鉄、

JFEスチール、資生堂、第一生命保険、髙島屋、ツクイ、飛島建設、日揮ホー

ルディングス、日産自動車、日本発条、ファンケル、富士通、富士フイルム

ホールディングス、富士屋ホテル、横浜銀行、横浜国立大学

○Ｄ＆Ｉかながわメンバーズ登録企業等 55企業・団体

○特定非営利活動法人日本女性技術者科学者ネットワーク

○市町村

○ＮＰＯ法人

○女性活躍を最重要課題としつつ、さらに近年のジェンダー意識の変化や

ダイバーシティ経営推進などの状況を踏まえ、異業種間での「取組の共

有」や「実践的な議論の場」の提供、若い世代への取組を強化していく必

要がある。

○女性活躍の更なる拡大のためには男性の家事・育児等への参画は必要

不可欠であり、男性が家事・育児等に参画しやすい環境づくりに向けた取

組を強化する必要がある。

○近年のジェンダー意識の変化やダイバーシティ経営推進などを踏まえ、こ

れまで社会における女性の活躍推進を後押ししてきた「かながわ女性の活

躍応援団」の取組を、より機動的・実践的に活動するための組織として、３

月22日に「Ｄ＆Ｉかながわメンバーズ」へ発展的に改組した。

○Ｄ＆Ｉかながわメンバーズは、女性活躍を最重要課題としつつも、ダイバー

シティ＆インクルージョン及び性別にかかわらない自分らしい働き方を推進

していく組織として、県内企業・団体の女性活躍等の推進に加え、県内の若

い世代への意識啓発も行う。

○ Ｄ＆Ｉかながわメンバーズの発足に伴い、新たに登録企業・団体の募集を

行い、55企業・団体の会員を集めることができた。

○啓発講座の受講者数は604人であり、目標（1,000人）を下回る結果となっ

た。一方でアンケ―トの集計結果は、女子生徒の理工系に対する考えが

変わった52.8％、印象が良くなった61.1％、興味を持った26.5％となっており

啓発効果が認められる結果であった。



事業の概要

Ｄ＆Ｉかながわメンバーズ会議の開催 啓発講座等の実施

経営層向けダイバーシティ推進セミナーの開催

D＆Iかながわメンバーズ登録募集
（チラシ作成・配布）

●日 時 令和６年３月22日（金）15:00～17:00
●開 催 ハイブリッド方式
●場 所 ロイヤルホールヨコハマ（横浜市中区）
●参加者 27企業・団体

（会場18、オンライン９）
●内 容 趣旨説明、講演、意見交換

・講演①「かながわ女性の活躍応援団のこれまでの取組と
今後への期待」
・講演②「女性活躍推進からダイバーシティ＆インクルー
ジョンへ」
・意見交換①「女性管理職育成に関する成果と課題」
・意見交換②「Ｄ＆Ｉ推進のための自社の取組と課題」

●作成時期
令和６年３月

●規 格
Ａ４判片面
（４色刷り）

●作成部数
5,000部

●プログラム
・なぜ男性育休？
多様な人材活躍に向けて
・男性育休の理解
・男性育休のメリット
・イクボスマネジメント
・男性育休に向けて自社で
取り組みたいこと
（グループディスカッション）

男性家事・育児参画促進事業（講師派遣）の実施

●セミナー
令和６年１月17日(水)

●個別相談
令和６年１月24日(水)

●開 催 オンライン
●参加者 セミナー15名

個別相談１社


